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◎ 調査結果 

１．健康状態に関する事項 

60 代までは健康状態が「良い」と回答する人が６割を超えるが、70 代に入ると低下傾向。

・ 自分の健康状態についてはの意識が「良い」、「まあ良い」とした人の割合は、55歳～69歳では
約６割。70代前半から減少し、80歳以上では約４割となっている。（Ｑ１） 

 
Ｑ１「あなたの現在の健康状態は、いかがですか。」 
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過去との比較では、健康状態についての意識が良い人はやや増加傾向。今回の調査では「健

康状態が良い」と回答した人は５割を超える。 

・ 過去の調査と比較すると、「良い」「まあ良い」を合計した割合は、平成８年調査では 46.6％、
平成 14年調査では 47.4％、平成 19年調査では 50.5％と微増している。（Ｑ１） 
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（※対象者は 65歳以上） 
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70 歳を超えると健康上の問題で日常生活に影響がある人が増加し、２割を超える。 

・ 健康上の問題で「日常生活に影響がある」人の割合は、50 代から 60 代では１割前後にとどま
るが、70代では２～３割、80代では約 4割と徐々に増加。（Ｑ２） 

・ 階段の昇降や荷物の持ち運び等、日常的な活動に支障を感じるのは、60代では 1割前後のみ。
（Ｑ３） 

Ｑ２「あなたは現在、健康上の問題で日常生活に何か影響がありますか。」 
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（※対象者は 65歳以上） 

 

Ｑ３ あなたは健康上の理由で、こうした活動をすることが難しいと感じますか。 

 （１）適度な活動，例えば，家や庭のそうじをする，１～
　　　２時間散歩するなど
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（※対象者は 65歳以上） 
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（３）階段を１階上までのぼる（１つ上の階にのぼる）
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年齢が高くなると、健康についての心配・悩みが増加する一方、経済的な悩みは減少。 

・ 現在の心配ごとや悩みごとについて、「自分の健康のこと」と回答した人は、50代では 24.9％、
60～74 歳では 27.5％であるが、75 歳を超えると 40.6％となる。一方で、「生活費など経済的な
こと」については、75歳以上は 10.3％に対し、60～74歳は 15.3％、50代は 20.3％であった。
（Ｑ４） 

 

Ｑ４「あなたは、現在、心配ごとや悩みごとがありますか」（複数回答） 
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２．日常生活に関する事項 

 

年齢が高くなると外出頻度は減少する。 

・ 70代後半では約２割、80歳以上では約３割が「週１回未満」。（Ｑ５） 
 

Ｑ５「あなたはどのくらいの頻度で外出をしますか。」 
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近所の人と「親しくつきあっている」と回答した人の割合は過去に比べ減少している。 

・ 近所の人と「親しくつきあっている」は昭和 63年調査の 64.4％から減少して 42.9％となってい
る。大都市では約３割、小都市・町村では約５割となっている。（Ｑ６） 

 
Ｑ６「あなたは、ふだん、近所の人とどの程度のつきあいをしていますか」 

＜時系列＞ 
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（※平成 5年は 65歳以上を対象、それ以外は 60歳以上を対象） 
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＜都市規模別＞ 
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70 代から 80 代にかけて、「友人・仲間のいない」人が、若干増える。 

・ 「友人・仲間がいない」と回答した人の割合は、70 歳未満では３％台であるが、70 歳以降から
微増し、70代前半では 5.9％、70代後半では 7.7％、80歳以上では 12.1％であった。（Ｑ７） 

 

Ｑ７「あなたは、ふだん親しくしている友人・仲間をどの程度もっていますか。」 
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約４割が、歩いて 10 分以内に最も頼りとする子どもや孫が住んでいる。 

・ 「歩いて 10 分以内」が約４割、「電車、バス、自動車などで 1 時間未満」が約３割、「電車、バ
ス、自動車などで１時間以上」が約２割となっている。（Ｑ８） 

 

Ｑ８「あなたは、最も頼りとする子ども又は孫の住んでいるところへ日常的な移動の手段（電車、バス、

自動車など）で移動するとした場合、どの程度お時間がかかりますか」  
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４割から５割の人が、週に１回以上、別居している子どもと会ったり電話している。 

・ 「ほとんど毎日」が 22.1％、「週に 1回以上」が 26.3％、「月に 1～2回」が 24.9％とほぼ同率で
続き、「年に数回」が 15.6％となっている。（Ｑ９ＳＱ） 

 

Ｑ９ＳＱ「別居しているお子さんとは、どのくらいの頻度で会ったり、電話等で連絡をとったりしてい

ますか」 
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（※対象者は子どもがいる人） 
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70 代で約７～８割、80 歳以上で約６割の人は家族の中で何らかの役割を果たしている。 

・ 「家事を担っている」、「家族・親族の相談相手になっている」など、「家族の中で役割がある」

人は 80歳以上で 57.3％、70代後半で 72.3％、70代前半で 80.9％であった。（Ｑ１０） 
 

Ｑ１０「あなたは、ご家族や親族の方々の中でどのような役割を果たしていますか」（複数回答） 
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５５～５９歳
(n=248)
６０～６４歳
(n=404)
６５～６９歳
(n=544)
７０～７４歳
(n=675)
７５～７９歳
(n=676)
８０歳以上
(n=610)
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「趣味」「スポーツ」「地域行事」などの活動に参加したことがある人の割合は、時系列で

みると増加しており、今回調査では約６割は何らかの活動に参加した経験がある。 

・ 活動内容は、「健康・スポーツ」、「趣味」、「地域行事」が多い。（Ｑ１１） 

 

Ｑ１１「あなたはこの 1年間に、個人または友人と、あるいはグループや団体で自主的に行われている

活動に参加したことがありますか」（複数回答） 

 

23.8

28.7

5.6

8.8

6.9

5.8

4.2

24.8

25.3

6.0

6.7

9.1

4.8

4.8

17.1

18.3

4.1

6.4

6.7

4.8

5.0

17.9

18.9

3.9

4.7

5.6

3.6

4.2

11.5

16.4

2.1

2.8

4.6

2.7

2.9

0 10 20 30 40 50 60 70

趣味

健康・
スポーツ

生産・就業

教育・文化

生活環境
改善

安全管理

高齢者
の支援

（％）

2.2

21.0

2.8

40.0

59.8

1.9

19.6

3.7

45.2

12.8

56.3

9.9

57.7

8.7

63.6

55

0

0

43.7

0

0

42.3

0

0

36.4

0 10 20 30 40 50 60 70

子育て支援

地域行事

その他

参加した
ものはない

参加したこと
がある（計）

平成19年（n=2547）

平成15年（n=2860）

平成10年（n=2303）

平成5年（n=2385）

昭和63年（n=2451）

（％）

 
（※対象者は 60歳以上） 
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健康状態と生きがいの有無は、強く関係している 

・ 「健康状態が良い」と回答した人の約９割が「生きがいを感じている」。一方で「健康状態が良

くない」と回答した人で、生きがいを感じている人は約５割にとどまる。（Ｑ１２） 
 
Ｑ１２「あなたは、現在、どの程度生きがい（喜びや楽しみ） を感じていますか」 

 

「十分感じている」

84.3

91.2

87.7

85.3

69.0

54.0

「多少感じている」

（計）

45.1

60.8

44.9

39.2

26.2

19.0

39.1

30.3

42.8

46.1

42.8

35.0

12.1

7.1

10.4

11.7

23.5

26.0

5.7

18.0

1.2

2.7

1.7

1.7

0.6

1.0

0.3

1.3

1.8

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

総　数(n=3157)

良い(n=1085)

まあ良い(n=657)

普通(n=822)

あまり良くない(n=493)

良くない(n=100)

十分感じ
ている  

多少感じ
ている  

あまり感
じていな
い

まったく
感じてい
ない

わからな
い      

 
 

80 歳未満では約 90％、80 歳以上で約 85％が日常生活に満足している 
・ 日常生活全般について、80 歳未満では約９割が満足しており、80 歳以上では若干減少するもの

の、84.3％が満足している。（Ｑ１３） 

 

Ｑ１３「あなたは、ご自分の日常生活全般について満足していますか」 

「満足している」 「不満である」

「まあ満足している」 「やや不満である」

（計） （計）

88.5 11.1

90.8 9.0

89.3 10.4

88.6 11.1

87.5 12.5

87.6 11.4

84.3 14.1

37.0

36.1

38.6

36.3

38.8

36.4

34.3

51.5

54.8

50.7

52.3

48.7

51.2

50.0

7.7

6.2

7.8

7.9

8.5

7.4

9.3 4.8

4.0

4.0

3.3

2.5

2.8

3.4

1.6

1.0

-

0.3

0.3

0.2

0.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

総　　　数　（n=3157）

５５～５９歳　（n=610）

６０～６４歳　（n=676）

６５～６９歳　（n=675）

７０～７４歳　（n=544）

７５～７９歳　（n=404）

８０歳以上　（n=248）

満足して
いる

まあ満足
している

やや不満
である

不満
である

わからない

n

 

（

健

康

状

態

）
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「働けるうちはいつまでも仕事をしたい」と回答する人は 41.2％で、平成 18 年調査の

34.1％から大幅に上昇 

・ 仕事をしたい年齢について、50 代では「65 歳ぐらいまで」が最も多く、33.3％であった。一方

で、65 歳以上では「働けるうちはいつまでも」が最も多く、75 歳以上では「働けるうちはいつ

までも」が４割を超える。（Ｑ１４） 
・ 「働けるうちはいつまでも仕事をしたい」と回答する人の割合は，平成 18 年調査の 34.1％から

41.2％となり大幅に上昇。（Ｑ１４） 
・ 就業形態別に退職希望年齢は異なり、常勤の被雇用者では「65 歳ぐらいまで」が最も多い。（Ｑ
１４） 

 

Ｑ１４「あなたは、何歳ごろまで仕事をしたいですか」 

＜年齢別＞ 

11.4

21.1

8.7

12.3

8.5

5.7

7.7

21.0

33.3

34.9

12.6

14.7

9.4

8.5

18.2

12.6

22.8

25.6

14.2

16.6

10.9

6.2

8.3

12.7

7.7

6.5

32.5

25.6

25.0

32.6

37.1

41.8

44.0

8.7

4.6

6.4

7.1

8.6

15.1

19.0

1.8

1.8

3.6

3.7

4.2

1.5

0.4

1.0

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

総　　　数　（n=3157）

５５～５９歳　（n=610）

６０～６４歳　（n=676）

６５～６９歳　（n=675）

７０～７４歳　（n=544）

７５～７９歳　（n=404）

８０歳以上　（n=248）

60歳
ぐらい
まで

65歳
ぐらい
まで

70歳
ぐらい
まで

75歳
ぐらい
まで    

76歳
以上

働けるう
ちはいつ
までも 

わから
ない

n

 

＜時系列＞ 

9.0

17.9

18.1

26.4

19.6

41.2

34.1

1.1

7.2

9.7

2.4

2.8 0.9

9.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査（n=898）

平成18年(n=555)

60歳
ぐらい
まで

65歳
ぐらい
まで

70歳
ぐらい
まで

75歳
ぐらい
まで    

76歳
以上

働けるう
ちはいつ
までも 

わから
ない

 

（※回答者は 60歳以上） 
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＜就業形態別＞ 
 

0.6

4.3

15.4

3.7

9.0

14.1

4.7

14.4

43.4

25.9

28.6

18.1

7.1

25.7

18.7

44.4

25.2

15.3

7.7

5.6

7.8

5.6

72.2

43.9

16.8

20.4

27.6

30.1

1.2

0.9

0.5

0.6

14.8

4.7

7.7

6.5

3.2

0.5

1.2

2.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

農林漁業(n=169)

自営業(n=444)

常勤の被雇用者(n=364)

会社の嘱託や顧問等(n=54)

契約・派遣・臨時・パート(n=322)

仕事はしていない(n=1780)

６０歳ぐ
らいまで

６５歳ぐ
らいまで

７０歳ぐ
らいまで

７５歳ぐ
らいまで

７６歳以
上

働けるう
ちはいつ
までも         

わからな
い
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日常生活の支出において、７５歳以上の半数以上は「負担を感じているものは特にない」

と回答。 

・ どの年代においても「負担を感じているものは特にない」との回答が最も高い。（Ｑ１５） 

・ 負担を感じているものとしては、どの年代も「医療費」２割～３割が負担を感じている。以下、

「生命保険や損害保険などの保険料」（16.1％）、「食費」（15.8％）、「自動車等関係の費用」

（11.5％）、「家賃・住宅ローン」（9.2％）、「友人等との交際費・つきあい費用」（7.7％）、「子や

孫のための支出」（7.0％）などとなっている。（Ｑ１５） 

 
Ｑ１５「あなたは、日常生活の支出の中で、負担を感じている支出はありますか」（３つまでの複数回

答） 

15.8

1.3

9.2

11.5

2.4

26.3

7.7

21.1

1.5

20.7

15.9

2.1

21.8

7.7

16.6

1.3

7.3

12.7

2.4

29.1

7.7

8.6

0.9

3.8

3.7

2.6

22.5

8.0

0 20 40 60

食費

被服費

家賃・住宅ローン

自動車等関係

の費用

自動車等以外

の交通費

医療費

友人等との交際費

・つきあいの費用

（％）

7.0

5.2

16.1

5.2

41.3

1.4

9.3

6.7

29.0

3.3

30.8

1.3

6.9

5.5

15.9

5.6

39.2

1.2

5.1

3.1

4.6

5.7

57.4

2.0

0 20 40 60

子や孫のため

の支出

趣味やレジャー

の費用

生命保険や損害

保険などの保険料

その他

負担を感じている

ものは特にない

わからない

総　　　数（n=3157）
55～59歳（n=610）
60歳～74歳（n=1895）
75歳以上（n=651）

（％）
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「支えられるべき高齢者」の年齢について、60 代後半の回答者の８割は「70 歳以上」、70

代前半の半数は「75 歳以上」と考えている。 

・ 50 代では「70 歳以上」、60 代と 70 代前半では「75 歳以上」、75 歳以上では「80 歳以上」がそれ

ぞれ最も多くなっている。（Ｑ１６） 

 
Ｑ１６「あなたは、一般的に支えられるべき高齢者とは 何歳以上だと思いますか」 

5.5

5.9

7.8

5.2

4.8

5.2

1.6

26.5

31.3

27.1

29.3

23.2

23.3

18.5

27.9

31.1

29.8

24.3

20.6

3.7

3.1

3.0

2.5

3.9

4.0

10.1

10.7

8.2

9.8

11.2

14.1

16.5

1.8

0.7

1.5

0.6

2.8

3.2

4.4

1.2

1.8

0.4

1.2

1.8

0.5

2.0

29.4

26.6

22.5

22.5

21.0

20.6

22.6

25.5

26.2

0.1
9.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

総　　　数（n=3157）

５５～５９歳　（n=543）

６０～６４歳　（n=625）

６５～６９歳　（n=621）

７０～７４歳　（n=505）

７５～７９歳　（n=385）

８０歳以上　（n=234）

６０歳
以上

６５歳
以上

７０歳
以上

７５歳
以上

８０歳
以上

８５歳
以上

これ以外
の年齢

年齢では
判断でき
ない

わから
ない
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今後の社会保障給付の水準と税金や社会保障の負担について、考えは様々 

・ 今後の社会保障給付の水準と税金や社会保障の負担との関係について、「水準を維持し、それに

必要な増税や負担増を行うべき」が 22.9％、「水準を引き下げ、減税や負担減を行うべき」が

20.7％、「水準を引き下げ、税金や負担を据え置くべき」が 20.5％である。「水準を引き上げ、そ

れに必要な増税や負担増を行うべき」は 10.4％である。また、「わからない」も 18.5％を占める。

（Ｑ１７） 
 

Ｑ１７「今後の社会保障給付の水準と、税金や社会保障の負担との関係について、あなたの考えに一番

近いのはどれですか」 

10.4

13.1

13.3

10.7

8.5

6.7

5.6

22.9

27.2

22.0

24.1

23.3

18.8

17.3

20.5

23.1

22.9

20.0

19.5

18.6

14.1

20.7

17.5

20.9

23.4

20.8

23.3

16.9

9.0

6.1

5.7

18.5

12.1

13.8

12.7

21.9

27.0

41.54.4

6.9

6.9

7.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

総　　　数（n=3157）

５５～５９歳　（n=610）

６０～６４歳　（n=676）

６５～６９歳　（n=675）

７０～７４歳　（n=544）

７５～７９歳　（n=404）

８０歳以上　（n=248）

水準を引き上
げ，それに必
要な増税や負
担増を行うべき

水準を維持し，
それに必要な増
税や負担増を行
うべき

水準を引き下げ，
税金や負担を据
え置くべき

水準を引き下
げ，減税や負
担減を行うべき

そ
の
他

わから
ない

 
 

60 歳以上では、年齢が高くなるほど気分が落ち込む傾向がある。 

・ 過去１か月間に「どうにもならないくらい、気分がおちこんでいた」かについて尋ねてみると、

60 代と 70 代前半では、「まったく感じなかった」が約７割であるが、50 代と 75 歳以上ではやや

減少して６割台となる。（Ｑ１９） 

 

Ｑ１９（１）「過去 1ヶ月間に、あなたはどうにもならないくらい、気分がおちこんでいましたか」 

4.0

4.2

4.4

12.4

12.6

11.8

13.0

10.5

13.1

14.5

13.8

17.5

12.3

11.6

13.6

14.6

13.7

70.1

66.9

72.9

72.4

71.5

67.1

65.7

2.8

2.2

2.5

3.1

0.4

1.0

1.6

0.6

0.5

0.7

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

総　　　数（n=3157）

５５～５９歳　（n=610）

６０～６４歳　（n=676）

６５～６９歳　（n=675）

７０～７４歳　（n=544）

７５～７９歳　（n=404）

８０歳以上　（n=248）

いつも感
じていた

ときどき
感じていた

まれに感
じていた

まったく
感じなかった

わか
らない
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心配ごとや悩みごとは配偶者に相談。75 歳以上では子どもへの相談が多い。 

・ 総数では、「配偶者」が 59.9％で最も高く、以下、「子ども」（43.0％）、「友人・知人」（23.1％）、

「その他の家族・親族」（20.1％）などと続いている。（Ｑ２０） 

 

Ｑ２０「あなたは、心配ごとや悩みごとができた場合、だれに話を聞いてもらったり、相談したりしま

すか」（複数回答） 

59.9

43.0

20.1

23.1

2.4

1.5

64.8

37.7

24.3

36.4

3.0

0.7

63.2

40.3

19.7

23.1

2.0

1.5

45.6

55.5

17.3

10.6

3.1

2.1

0 20 40 60 80

配偶者

子ども

その他の

家族・親族

友人・知人

となり近所の人

民生委員

（％）

2.2

2.8

1.9

5.4

0.3

2.5

3.1

2.8

3.0

0.0

2.3

2.8

1.5

5.8

0.3

1.7

2.5

2.1

6.7

0.3

0 20 40 60 80

市区町村や都道

府県の相談窓口

相談したりする

人はいない

その他

心配ごと等はない

わからない

総　　　数（n=3157）

55～59歳（n=610）

60～74歳（n=1895）

75歳以上（n=652）

（％）
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健康の維持増進のために「休養・睡眠」、「栄養バランスのとれた食事」、「規則正しい生活」。

・ 総数では、「休養や睡眠を十分にとる」（60.1％）、「栄養のバランスのとれた食事をとる」（54.6％）、

「規則正しい生活を送る」（48.8％）、「散歩やスポーツをする」（42.9％）、「気持ちをなるべく明

るくもつ」（38.5％）、「健康診断などを定期的に受ける」（36.6％）などの順となっている。（Ｑ

２１） 

 
Ｑ２１「あなたは、ご自分の健康の維持増進のために心がけておられるのはどんなことですか」（複数

回答） 

60.1

48.8

54.6

7.8

36.6

11.3

9.4

62.6

46.7

56.6

7.2

34.4

10.5

8.7

60.3

50.2

54.9

7.1

36.9

11.2

9.4

57.1

46.6

51.8

10.1

37.4

12.4

10.3

0 20 40 60 80

休養や睡眠を

十分にとる

規則正しい

生活を送る

栄養のバランスの

とれた食事をとる

保健薬や

強壮剤をのむ

健康診査などを

定期的に受ける

酒を控える

タバコを

控える

（％）

42.9

11.8

38.5

1.4

5.6

38.9

7.0

37.7

0.8

6.9

0.2

46.1

13.1

39.5

1.3

5.0

37.4

12.6

36.7

2.1

6.0

-

-
-

0 20 40 60 80

散歩や

スポーツをする

地域の活動

に参加する

気持ちをなる

べく明るく持つ

その他

特に心がけ

ていない

わからない

総　　　数（n=3157）

55～59歳（n=610）
60～74歳（n=1895）

75歳以上（n=652）

（％）
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３．医療に関する事項 
 
年齢が高くなると医療サービスの利用頻度が高くなり、70 代では約７割が月 1回以上。平

成４年と比較すると利用頻度はやや減少。 

・ 月１回以上、医療サービスを利用する人は 60 代後半で５割超、70 代後半で７割超、80 歳以上で

は８割を超える。週１回以上、医療サービスを利用する人は、70 歳以上で１割を超える。（Ｑ２

２） 
・ 平成 14 年調査と比較すると、月１回以上医療サービスを利用する人の割合は変化ないものの、
週１回以上利用する人は減少した。（Ｑ２２） 

 
Ｑ２２「あなたは、病院や診療所など医療施設へ通院したり、往診にきてもらうなど、「医療サービス」

を日頃どのくらい利用しますか」 

 

＜年齢別＞ 

週１回以上 月1回以上

（計） （計）

5.2 36.6

5.8 45.4

7.4 55.1

11.9 66.7

15.1 72.0

17.7 80.6

9.2 55.6

2.8

5.0

6.9

6.0

4.6

2.6

3.1

3.9

6.3

5.9

9.3

14.9

9.8

9.8

14.1

17.8

22.3

25.0

31.5

21.5

29.9

33.6

36.9

34.7

37.9

21.3

29.3

25.3

21.0

18.8

13.6

9.7

23.1

34.1

29.3

23.9

14.5

14.4

9.7

0.4

0.4

1.5

2.0

0.2

0.7

0.7

0.3

0.4

0.7

0.4

0.3

-

0.3

1.6

2.5

3.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

総　　　数（n=3157）

５５～５９歳　（n=610）

６０～６４歳　（n=676）

６５～６９歳　（n=675）

７０～７４歳　（n=544）

７５～７９歳　（n=404）

８０歳以上　（n=248）

毎日 週に4，5
回くらい

週に2，3
回くらい

週に1回
くらい

月に2，3
回くらい

月に1回
くらい

年に
数回

利用して
いない

 
＜時系列＞ 
 

週１回以上 月1回以上

（計） （計）

11.8 65.5

16.1 65.6

5.7

7.7

18.4

24.3

35.4

25.2

17.3

13.6

17.2

20.9

0.9

1.1

0.4

1.5

4.8

5.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成19年

（n=1871）

平成14年

（n=2307）

毎日 週に4，5

回くらい
週に2，3

回くらい
週に1回

くらい
月に2，3

回くらい
月に1回

くらい
年に

数回
利用して

いない

 

 

（※対象者は 65歳以上） 
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インフォームド・コンセントが「十分に行われた」人は、５年前と比較しほぼ倍増 

・ インフォームド・コンセントが「十分行われた」は５年前の平成 14 年調査では、32.5％だった

が、今回の調査では 63.2％と大幅に増加している。（Ｑ２３） 

 

Ｑ２３「あなたは、治療を受けた際に、医療機関から十分な説明を受けて、同意の上で治療が行われま

したか」） 

 

＜年齢別＞ 

 

59.6

52.8

55.9

61.5

61.8

67.6

64.1

23.2

27.9

25.1

21.6

21.9

18.8

20.2

13.7

15.7

15.4

14.1

11.2

10.4

13.3
2.4

3.2

5.1

2.8

3.6

3.6

3.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

総　　　数
（n=3157）

５５～５９歳
　（n=610）

６０～６４歳
　（n=676）

６５～６９歳
　（n=675）

７０～７４歳
　（n=544）

７５～７９歳
　（n=404）

８０歳以上
　（n=248）

十分
行われた

ある程度行われ
たが，まだ不十分

ほとんど
行われなかった

わからない

 
 
 

＜時系列＞ 

63.2

32.5

20.9

33.1

12.3

23.8

10.6

3.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成19年　
（n=1871）

平成14年　
（n=2307）

十分
行われた

ある程度行われ
たが，まだ不十分

ほとんど
行われなかった

わからない

 

（※対象者は 65 歳以上） 
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自宅で最期を迎えることを希望する人は、54.6％（男性 63.8％、女性 46.3％） 

・ 総数では、「自宅」が 54.6％で最も多い。特に「大都市」よりも「小都市」や「町村」、「女性」

よりも「男性」で「自宅」を希望する割合が高い。（Ｑ２４） 

 

Ｑ２４「万一、あなたが治る見込みがない病気になった場合、最期はどこで迎えたいですか」 

＜都市規模別＞ 

26.4

30.7

25.2

25.6

24.4

54.6

47.9

55.2

58.9

56.0

0.6

0.6

1.0

6.0

5.3

7.0

6.2

6.8

7.1

3.9

6.7

0.6

0.3

0.1

0.3

0.4

0.3

0.5

3.2

3.9

5.0

6.7

4.9

6.3

5.8

1.2

1.1

1.8

0.9

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

総数(n=3157)

大都市(n=703)

中都市(n=1262)

小都市(n=790)

町村(n=402)

病院などの
医療施設

自　宅 子どもの
家

兄弟姉妹
など親族
の家

高齢者向
けのケア
付き住宅

特別養護
老人ホー
ムなどの
福祉施設

その他 わからない

 
 

＜男女別＞ 

26.4

21.0

31.3

54.6

63.8

46.3

6.0

4.1

6.2

6.3

6.1

0.8

0.3

0.6

0.3

0.4

0.2

4.9

3.3

6.3 7.6

1.4

0.7

1.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

総数(n=3157)

男性(n=1488)

女性(n=1669)

病院などの
医療施設

自　宅 子どもの
家

兄弟姉妹
など親族
の家

高齢者向
けのケア
付き住宅

特別養護
老人ホー
ムなどの
福祉施設

その他 わからない
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＜時系列＞ 

26.0

54.8

0.7

0.2

4.6

6.4

1.0

6.3

26.3

54.0

0.8

0.2

4.3

6.6

0.9

6.9

30.1

50.9

1.4

0.3

1.2

4.7

0.6

10.9

0 10 20 30 40 50 60

病院などの

医療施設

自宅

子どもの家

兄弟姉妹など

親族の家

高齢者向けの

ケア付き住宅

特別養護老人ホーム

などの福祉施設

その他

わからない

平成19年
（60歳以上）（2547）

平成19年　
（65歳以上）（1871）

平成14年　
（65歳以上）（2307）

（％）
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自分が延命医療を受けたい人は 7.4％だが、家族に延命医療を受けさせたい人は 21.2％ 

・ 自分が病気で治る見込みがない場合、「延命のみを目的とした医療は行わず、自然にまかせてほ

しい」が 87.7％を占め、「少しでも延命できるよう、あらゆる医療をしてほしい」は 7.4％であ

った。（Ｑ２５） 

・ 一方、家族が病気で治る見込みがない場合、「延命のみを目的とした医療は行わず、自然にまか

せてほしい」が 66.8％、「少しでも延命できるよう、あらゆる医療をしてほしい」は 21.2％であ

った。（Ｑ２６） 

 
 

Ｑ２５「万一、『あなた』の病気が治る見込みがなく、死期が近くなった場合、延命のための医療を受

けることについてどう思いますか」 

7.4

9.2

87.7

81.1

4.6

8.9

0.3

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査　

（n=1871）

平成14年　

（n=2307）

少しでも延命できる
よう、あらゆる医療
をしてほしい

延命のみを目的とした
医療は行わず、自然
にまかせてほしい

その他 わからない

 
（※対象者は 65歳以上） 

 

 

Ｑ２６「万一、『あなたのご家族』の病気が治る見込みがなく、死期が近くなった場合、延命のための

医療を受けることについて、どう思いますか。 

21.2

18.8

66.8

60.9

10.8

18.9

1.2

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査　

（n=1871）

平成14年　

（n=2307）

少しでも延命できる
よう、あらゆる医療
をしてほしい

延命のみを目的とした
医療は行わず、自然
にまかせてほしい

その他 わからない

 

（※対象者は 65歳以上） 
 
 



 

- 23 - 

 
高齢者の健康管理について、国や地方自治体への要望が高まっている 

・ 高齢者の健康管理について、平成 14 年調査と比較して、どの項目についても国や地方自治体へ

の要望が高まっている。（Ｑ２７） 
・ 「認知症」は 31.7％、「寝たきりの予防方法」は 29.4％、「介護の方法」は 28.5％、「がん、心臓病、

脳卒中などの成人病」は 25.2％など。（Ｑ２７） 
 
 

Ｑ２７「高齢者の健康管理について、あなたが国や地方自治体に力を入れてほしいことは何ですか」（３

つまでの複数回答 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（※対象者は 65歳以上） 

11.9

13.4

21.1

25.2

9.1

31.7

29.4

6.4

7.9

12.6

15.8

8.2

26.2

23.8

0 10 20 30 40 50

食生活の

あり方について

健康増進のための

運動方法について

健康診査の内容

や受け方について

がん，心臓病，脳卒中

などの成人病について

骨粗鬆症について

認知症について

寝たきりの予防

方法について

（％）

28.5

3.1

13.1

2.6

15.9

4.9

19.0

1.5

7.7

3.8

38.6

-

0 10 20 30 40 50

介護の方法

について

歯の健康について

心の健康について

その他

特にない

わからない

平成19年（n=1871）

平成14年（n=2307）

（％）
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「一度も転んだことはない」と回答した人は全体で８割を超えるが、70 歳すぎから転倒事

故は増加傾向。 

・ 70 歳を超えると、転倒事故が増加し、70 代では約２割、80 歳以上では約３割が転倒事故の経験

がある。（Ｑ２８） 
・ また、健康状態が良くない人ほど転倒事故を経験している割合が高い。（Ｑ２８） 

 
 

Ｑ２８「あなたはこの１年間に、お住まいの中庭や、バルコニーなどで転んだことがありますか（けが

がない程度の転倒も含む）」 

（転倒総計）

16.8

12.5

13.1

13.0

18.9

24.2

31.0

82.9

87.0

86.5

87.0

80.7

75.5

68.5

10.0

7.9

8.4

9.0

9.7

13.6

17.3

6.8

4.6

4.7

4.0

9.2

10.6

13.7 0.4

0.2

0.4

-

0.3

0.5

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

総　　　数
（n=3157）

５５～５９歳
　（n=610）

６０～６４歳
　（n=676）

６５～６９歳
　（n=675）

７０～７４歳
　（n=544）

７５～７９歳
　（n=404）

８０歳以上
　（n=248）

１度も転んだ
ことはない

１度だけ転ん
だことある

何度も転ん
だことがある

わからない

 
 

＜健康状態別＞ 

（転倒総計）

16.8

9.9

15.5

18.2

27.2

38.0

82.9

89.9

84.5

81.5

72.4

60.0

10.0

6.4

9.4

12.8

13.2

16.0

6.8

3.5

6.1

5.5

14.0

22.0

0.2

0.4

2.0

0.3

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

総　　数
(n=3157)

良い
(n=1085)

まあ良い
(n=657)

普通
(n=822)

あまり良くない
(n=493)

良くない
(n=100)

１度も転んだ
ことはない      

１度だけ転んだ
ことある

何度も転んだ
ことがある 

わからな
い 
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４．福祉に関する事項 
将来介護を必要とする不安は、年齢が高くなるほど増加する傾向 

・ 自分が将来介護を必要とする不安について、50 代では４割以上が「ある」と回答。年齢が高くな

るほど増加する傾向であり、「ある」との回答は 70 代では５割を超え、80 歳以上では 54.3％で

あった。（Ｑ２９） 
・ 男女別では、女性のほうが「不安がある」と回答した人が多く、男性 40.3％に対し、女性は 54.4％

であった。（Ｑ２９） 
 

Ｑ２９「あなたは、将来身体が虚弱になって、日常生活を送る上で、排泄等の介護が必要な状態になる

のではないかと不安になることがありますか」 

 

＜年齢別＞ 

不安がある
（計）

47.1

42.8

42.5

45.3

51.5

54.0

54.8

8.0

12.3

12.9

18.5

37.5

37.5

34.6

37.3

39.2

41.1

36.3

21.2

20.5

25.0

21.3

16.9

20.3

22.6

28.4

34.9

30.0

30.8

27.6

20.8

15.3

9.6

5.2

7.8

0.8

0.2

0.3

4.0

1.0

0.9

0.4

2.5

1.6

2.2

3.2

4.0

3.1

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

総　　　数
（n=3157）

５５～５９歳
　（n=610）

６０～６４歳
　（n=676）

６５～６９歳
　（n=675）

７０～７４歳
　（n=544）

７５～７９歳
　（n=404）

８０歳以上
　（n=248）

よく
ある

ときどき
ある

あまり
ない

まったく
ない

現在既に介護
を受けている

わから
ない

 
＜男女別＞ 

 

不安がある
（計）

47.1

40.7

52.9

37.5

33.0

41.5

21.2

23.4

19.2

28.4

32.5

24.7

9.6

7.7

11.4

0.8

0.6

1.0

2.5

2.8

2.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

総　　数
(n=3157)   

男性
(n=1488)

女性
(n=1669)

よく
ある

ときどき
ある

あまり
ない

まったく
ない

現在既に介護
を受けている

わから
ない
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介護を受けたい場所について、男性は「自宅」、女性は「介護施設・医療機関」を希望。 

・ 男性は「自宅で介護してほしい」が 49.0％と最も高いが、女性では「介護老人福祉施設」、「介護

老人保健施設」、「医療機関」をあわせると 55.1％となり、「自宅」（35.2％）を上回る。（Ｑ２９

ＳＱ１） 
 

Ｑ２９ＳＱ１「もし仮に、あなたの身体が虚弱になって、日常生活を送る上で、排泄等の介護が必要に

なった場合、どこで介護を受けたいですか」 

 
 

49.0

1.5

0.6

17.5

9.7

35.2

2.9

0.4

19.7

13.1

0 10 20 30 40 50 60

自宅で介

護してほ

しい    

        

子どもの

家で介護

してほし

い      

親族の家

で介護し

てほしい

        

介護老人

福祉施設

に入所し

たい    

介護老人

保健施設

を利用し

たい    

（％）

14.5

1.3

0.3

5.6

42.9

19.3

3.0

0.6

5.9

55.1

0 10 20 30 40 50 60

病院など

の医療機

関に入院

したい  

民間有料

老人ホー

ム等を利

用したい

その他  

        

        

        

わからな

い      

        

        

施設・

医療機関

利用

（計）

男性(n=1437)

女性(n=1615)

（％）
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介護を頼む相手は、「配偶者」、「実子」、「ホームヘルパー」。 

・ 介護を頼む相手について、総数では、「配偶者」が 65.2％で最も高く、続いて「子ども（実子）」

が 54.0％、「ホームヘルパー」37.8％であった。（Ｑ２９ＳＱ２） 
・ 平成 14 年の調査と比較すると、「ホームヘルパー」や「訪問看護師」に介護を頼む人が増加する

一方、「子どもの配偶者」は減少。（Ｑ２９ＳＱ２） 
・ 性別で見ると、介護を頼む相手について、男性は「配偶者」、「子ども（実子）」、「ホームヘルパ

ー」の順。女性は「子ども（実子）」、「ホームヘルパー」、「配偶者」の順となっている。（Ｑ２９

ＳＱ２） 
 

Ｑ２９ＳＱ２「あなたはどなたに介護を頼むつもりですか」（３つまでの複数回答） 

 

＜全体・年齢別＞   ＜時系列＞      ＜男女別＞ 

65.2

54.0

10.3

4.1

3.0

0.7

0.3

37.8

19.5

3.0

0.2

0.4

0.8

67.1

53.5

6.6

5.3

4.5

1.6

0.8

43.6

24.3

2.5

-

-

1.6

69.9

51.7

8.6

4.4

2.7

0.5

0.2

37.0

19.9

3.2

0.1

0.4

0.6

50.8

60.5

17.7

2.3

2.7

0.7

-

35.5

14.4

3.0

0.7

1.0

0.7

0 50 100

配偶者

子ども

子どもの

配偶者

兄弟姉妹

その他の

家族・親族

友人・知人

となり近所

の人

ホーム

ヘルパー

訪問看護師

家政婦

その他

特にない

わからない

総　　　数
（n=1356）

55～59歳
（n=243）

60～74歳
（n=814）

75歳以上
（n=299）

（％）

60.7

55.2

12.3

3.0

2.7

0.5

0.2

35.6

18.1

3.0

0.2

0.5

0.7

53.4

52.8

25.3

2.3

2.5

0.5

0.1

19.1

6.7

1.8

0.2

0.0

1.1

0 20 40 60 80 100

配偶者

子ども

子どもの

配偶者

兄弟姉妹

その他の

家族・親族

友人・知人

となり近所

の人

ホーム

ヘルパー

訪問看護師

家政婦

その他

特にない

わからない

今回調査
（65歳以上）
（n=822）

平成14年
（65歳以上）
（n=1042）

（％）

80.7

49.1

9.3

3.9

2.8

-

0.2

28.1

15.6

1.3

-

0.4

0.4

82.2

40.1

15.8

1.6

0.6

-

14.4

6.2

1.6

-

-

0.4

35.0

63.1

16.1

1.9

1.1

0.3

45.3

21.4

5.3

0.6

0.6

1.1

27.2

64.4

34

2.9

3.6

0.3

0.2

23.4

7.2

2.1

0.3

-

1.8

*

*

0 20 40 60 80

配偶者

子ども

子どもの

配偶者

兄弟姉妹

その他の

家族・親族

友人・知人

となり近所

の人

ホーム

ヘルパー

訪問看護師

家政婦

その他

特にない

わからない

今回調査（男性）（n=462）

平成14年（男性）（n=497）

平成19年（女性）（n=360）

平成14年（女性）（n=545）

（％）

 

（※対象者はＱ２９ＳＱ１で「自宅・子どもの家・兄弟姉妹など親族の家で介護してほしい」の 

いずれかを選択した人。男女別に関しては対象者 65 歳以上。） 
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配偶者が将来介護が必要となる不安について、年齢が高くなるほど不安が強まり、70 歳以

上では５割を超える人が不安を感じている 

・ 配偶者の介護が将来必要になる不安について、50 代では４割超、70 代では５割超、80 歳以上で

は 54.9％が不安を感じている。（Ｑ３０ＳＱ１） 
 
Ｑ３０ＳＱ１「あなたの配偶者について、将来身体が虚弱になって、日常生活を送る上で、排泄等の介

護が必要な状態になるのではないかと、不安になることがありますか」 

 

＜年齢別＞ 

不安がある

（計）

48.4

43.5

44.8

49.2

53.0

52.7

55.0

9.8

14.0

13.7

16.0

37.8

36.8

35.2

39.4

39.1

39.0

38.9

22.3

22.7

24.9

21.5

20.0

24.2

16.8

25.1

31.4

27.5

25.2

22.3

16.6

16.8 6.9

9.6

6.6

10.6

2.3

2.6

2.5

0.9

0.4

1.9

4.6

1.8

2.1

4.0

1.9

2.0

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

総　　　数
（n=2476）

５５～５９歳
　（n=497）

６０～６４歳
　（n=582）

６５～６９歳
　（n=559）

７０～７４歳
　（n=430）

７５～７９歳
　（n=277）

８０歳以上
　（n=131）

よく
ある

ときどき
ある

あまり
ない

まったく
ない

現在既に介護
を受けている

わからない

 
（※対象者は配偶者と同居している人） 

 

 

＜男女別＞ 

 

不安がある

（計）

48.4

43.8

53.5

37.8

34.9

41.0

22.3

23.9

20.6

25.1

28.4

21.4

10.6

8.9

12.6

1.9

1.4

2.5

2.3

2.6

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

総数(n=2476)

男性(n=1305)

女性(n=1171)

よくある ときどき
ある 

あまりな
い

まったく
ない

現在既に
介護を受
けている      

わからな
い

 
（※対象者は配偶者と同居している人） 
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配偶者の介護を「自宅」で、と考える人は半数以上 

・ 配偶者の介護について、「自宅で介護を受けさせたい」と回答した男性は 52.1％、女性は 54.7％

であった。（Ｑ３０ＳＱ２） 

・ 「介護老人福祉施設」「介護老人保健施設」「医療機関」と回答した人は合計で男性が 39.2％、女

性が 38.6％であった。（Ｑ３０ＳＱ２） 

 

Ｑ３０ＳＱ２「もし仮に、あなたの配偶者のお身体が虚弱になって、日常生活を送る上で、排泄等の介

護が必要な状態になった場合、どこで介護を受けさせたいですか」 

 

52.1

1.5

0.2

17.2

8.6

54.7

0.4

0.1

14.4

9.3

0 20 40 60

自宅で介護を受け

させたい

        

子どもの家で介護

を受けさせたい  

親族の家で介護を

受けさせたい    

介護老人福祉施設

に入所させたい  

介護老人保健施設

を利用させたい  

（％）

13.4

0.6

0.3

5.9

39.9

14.9

1.4

1.0

3.8

40.0

0 20 40 60

病院などの医療機

関に入院させたい

民間有料老人ホー

ム等利用させたい

その他

わからない

医療機関・

施設（計）

（％）

男性
(n=1035)

女性
(n=852)

 
 

（※対象者は Q30SQ1で「現在既に介護を受けている」、「わからない」以外に回答した人） 
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介護等の費用について、「特に用意しなくても、年金等の収入でまかなうことができると思

う」との回答がどの年代でも最も多く、４割～５割を占める 

・ 介護サービスや老人ホームの入居等に必要な費用について、「特に用意しなくても、年金等の収

入でまかなうことができると思う」がどの年代でも最も高く、また、年齢が高くなるほどその比

率が高くなる。60 代前半では 39.5％に対し、80 歳以上では 47.6％となった。（Ｑ３１） 

・ また、「子どもからの経済的な援助を受けることになると思う」は年齢が高くなるほど、回答が

多くなり、60 代前半では 7.4％、75 歳以上では 16.1％となった。（Ｑ３１） 

 

Ｑ３１「子どもの介護などの世話を受けたり、老人ホームに入居したり、在宅でホームヘルプサービス

を受けたりする場合に、ある程度の費用が必要になりますが、それはどのようにしてまかなう

ことになると思いますか」 

 

41.7

37.2

39.5

41.2

44.9

45.5

47.6

8.3

11.3

9.2

9.0

7.2

5.9

8.1

11.0

11.5

7.9

5.5

5.0

11.3

9.0

7.4

11.9

12.1

16.1

16.1

17.4

16.9

19.2

17.8

18.2

15.6

14.1

1.9

11.1

12.8

11.7

10.4

9.9

9.4

12.5
3.2 3.2

2.2

2.5

3.2

1.5

1.8

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

総　　　数（n=3157）

５５～５９歳　（n=610）

６０～６４歳　（n=676）

６５～６９歳　（n=675）

７０～７４歳　（n=544）

７５～７９歳　（n=404）

８０歳以上　（n=248）

特に用意し
なくても、
年金等の
収入でま
かなうこと
ができると
思う

貯蓄だけで
は足りない
が、自宅等
の不動産を
担保にお金
を借りてまか
なうことに
なると思う

資産の売却
（担保を含む）
等でまかなう
ことになると
思う

子どもから
の経済的な
援助を受ける
ことになると
思う

その場合に
必要なだけ
の貯蓄は
用意してい
ると思う

そ
の
他

わ
か
ら
な
い
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５．食生活に関する事項 
 
食事で気をつけていることは「規則正しく」・「栄養バランス」・「食べすぎない」 

・ 総数では、「規則正しい食事をする」が 53.2％で最も高く、以下、「栄養が偏らないようにする」

が 47.9％、「食べ過ぎないようにする」が 46.2％、「塩辛いものを控える」が 43.1％、「手作りの

料理を増やすようにする」が 42.6％であった。（Ｑ３２） 

 

Ｑ３２「あなたは、食事に関してどのようなことに気をつけていますか」（複数回答） 

 

53.2

46.2

47.9

43.1

36.8

33.9

50.8

45.8

40.0

38.0

31.4

25.9

55.3

46.5

55.0

47.7

41.6

41.0

0 20 40 60

規則正しい食事を
する

食べ過ぎないよう
にする

栄養が偏らないよ
うにする

塩辛いものを控え
る

カロリーや脂肪分
を控える

食品の安全性（無
農薬，無添加等）

42.6

32.4

8.3

1.1

10.0

0.1

29.4

24.1

7.6

1.1

13.9

0.1

54.3

39.8

9.0

1.0

6.5

0.1

0 20 40 60

手作りの料理を増
やす

鮮度の良いものを
とる

かたいものをとら
ない

その他

特に気をつけてい
ることはない

わからない

総数(n=3157)

男性(n=1488)

女性(n=1669)

（％）
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希望する食事サービスについて、どの年代も「公的な配食サービス」がトップ 

・ 「公的な配食サービス」が 35.4％で最も高く、以下、「民間による多様な配食サービス」が 26.6％、

「ヘルパーや家政婦による食事の用意」が 24.6％、「食材の宅配サービス」が 23.1％となってい

る。（Ｑ３４） 
 
Ｑ３４「最近、食事に関する様々なサービスが提供されてきていますが、あなたは今後、仮に自分で食

事の用意が出来なくなったり、用意してくれる人がいなくなった場合、どのようなサービスを

利用したいと思いますか」（複数回答） 

＜年齢別＞ 

26.6

35.4

8.8

23.1

24.6

31.3

37.7

10.3

27.0

24.9

26.9

36.0

8.2

24.4

25.2

21.5

31.3

9.2

15.6

22.7

0 10 20 30 40 50

民間による多様
な配食サービス

公的な
配食サービス

施設での
会食サービス

食材の
宅配サービス

ヘルパーや家政婦
による食事の用意

（％）

5.7

0.6

11.5

9.4

9.2

0.7

7.4

8.5

5.3

0.5

11.7

8.2

3.5

1.1

14.7

14.0

0 10 20 30 40 50

多様な調理食品や
半調理食品の販売

その他

特にない

わからない

総　　　数（n=3157）

55～59歳（n=610）
60～74歳（n=1895）

75歳以上（n=652）

（％）

 
＜男女別＞ 

26.6

35.4

8.8

23.1

24.6

27.4

34.3

9.1

21.5

24.0

25.9

36.3

8.6

24.6

25.2

0 10 20 30 40 50

民間によ
る多様な
配食サー
ビス    

公的な配
食サービ
ス      
        

施設での
会食サー
ビス    
        

食材の宅
配サービ
ス      
        

ヘルパー
や家政婦
による食
事の用意

（％）

5.7

0.6

11.5

9.4

5.2

0.7

12.6

6.1

0.6

10.5

8.9
10.0

0 10 20 30 40 50

多様な調
理食品や
半調理食
品の販売

その他  
        
        
        

特にない
        
        
        

わからな
い      
        
        

総数(n=3157)
男性(n=1488)
女性(n=1669)

（％）
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毎日家族と食べている人の割合は全体で約８割。８０歳以上は他の年代と比較して少な

い 

・ 70 代までは８割を超える人が家族と毎日食事をしているが、80 歳以上では 73.8％にとどまる。

（Ｑ３５） 

・ 70 歳以上では、家族と一緒に食べていない人は１割を超え、80 歳以上では 20.6％と増える。（Ｑ

３５） 
Ｑ３５「あなたは、ふだん、食事を家族と一緒に食べていますか」 

毎日食べている

（計）

85.1

85.7

87.9

88.0

84.9

81.7

73.8

78.7

75.1

80.9

83.4

81.1

77.2

66.5

6.3

10.7

7.0

4.6

7.3

5.9

5.6

10.7

8.0

7.7

9.3

12.5

13.6

20.6

4.5

3.9

4.5

2.0

2.5

4.3

4.0

-

0.2

0.6

0.1

0.1

0.3

0.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

総　　　数（n=3157）

５５～５９歳　（n=610）

６０～６４歳　（n=676）

６５～６９歳　（n=675）

７０～７４歳　（n=544）

７５～７９歳　（n=404）

８０歳以上　（n=248）

ほとんどいつ
も一緒に
食べている

毎日少なく
とも１回は
食べている

時々家族の
誰かと一緒に
食べている

家族とは一緒
に食べていない

わからない

 

約９５％の人が食生活に満足している 

・ 総数では「満足している」が 57.3％と高く，「まあ満足している」が 38.6％となっており，あわ

せると全体の 95.9％を占めている。（Ｑ３６） 

 

Ｑ３６「あなたは、食生活全般に関して満足していますか」 

満足している

（計）

95.9

95.9

97.3

95.6

94.1

96.5

96.0

57.3

52.6

58.0

58.5

59.7

58.9

55.6

38.6

43.3

39.3

37.0

34.4

37.6

40.3

4.4

2.8

2.8

1.9

3.3

1.7

2.4

1.5

1.0

1.6

0.7

0.6

1.1

1.0

-

0.7

-

0.3

0.2

0.1

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

総　　　数（n=3157）

５５～５９歳　（n=610）

６０～６４歳　（n=676）

６５～６９歳　（n=675）

７０～７４歳　（n=544）

７５～７９歳　（n=404）

８０歳以上　（n=248）

満足
している

まあ満足
している

やや不満
である

不満
である

わから
ない

 


